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2014，5，22‐23‐24．糖尿病 vol．57；Supplement1 2014，S‐262．
33 ○永渕美樹，島 歌織，藤井純子，河田望美，山口美幸，古賀明美，藤満幸子，安西慶三：佐賀県糖

尿病コーディネート看護師育成・支援事業の効果．第2回日本糖尿病協会療養指導学術集会．2014，
7，12‐13．プログラム・講演抄録集 70．

34 中下俊哉，大塚大河，辻 千賀，蒲池紗央里，井手康史，有尾啓介，江口有一郎，柳田公彦，川添
聖治，尾崎岩太，水田敏彦：脈管浸潤を伴う肝細胞癌に対するソラフェニブ療法とリザーバー動注
療法．第9回日本肝がん分子標的治療研究会．2014，1，25．東京．抄録集 PD‐3．

35 中下俊哉：ソラフェニブ治療効果予測マーカーとして血清フェリチン値の可能性－Ferroptosis の
観点より－．第50回日本肝がん研究会．2014，6，5‐6．京都．P6‐1．

36 中下俊哉，大塚大河，江口有一郎，川添聖治，柳田公彦，有尾啓介，北原賢二，岩根紳治，加藤浩
之，水田敏彦：高齢者進行肝細胞癌に対するソラフェニブ療法の安全性および有用性．日本肝がん
分子生物標的治療研究会．2014，6，21．兵庫．プログラム抄録集 WS‐3．

37 那須俊甫，永江 航，寺坂喜子，井上佳奈子，松田やよい，山口美幸，安西慶三：2型糖尿病の経
過中に舞踏病様不随意運動を呈した4例．第57回日本糖尿病学会年次学術集会．2014，5，22‐24．
大阪．糖尿病 vol．57：Supplement 1，2014 I‐P‐334．

38 ○大枝 敏，河口康典，井上佳奈子，小島基靖，山内寛子，寺坂喜子，河田望美，松田やよい，山口
美幸，水田敏彦，尾﨑岩太，江口有一郎，安西慶三：Ｃ型肝炎ウイルス陽性肝細胞癌患者の死因＿
糖尿病合併の有無の観点から．第57回日本糖尿病学会年次学術集会．2014，5，22‐24．大阪．糖
尿病 vol．57：Supplement 1，2014 I‐P‐395．

39 ○大枝 敏，河口康典，古川尚子，前山恵士郎，岡田倫明，尾﨑岩太，江口有一郎，安西慶三，宮崎
耕治：肝がん死亡率ワースト1返上のための地域ぐるみの肝疾患連携エコシステムの構築．第50回
日本肝臓学会総会．2014，5，29‐30．東京．P‐178．

40 岡田倫明，古川尚子，大枝 敏，河口康典，尾﨑岩太，安西慶三，江口有一郎：肝炎ウイルス検査，
精密検査，肝炎治療の意思決定には，かかりつけ医，家族・知人・職場の勧めが有効である．第
50回日本肝臓学会総会．2014，5，29‐30．東京．O‐1．

41 ○大崎祐史，北島昌輝，安西慶三，浅見豊子：糖尿病患者に対するレジスタンストレーニング効果の
検討．第57回日本糖尿病学会年次学術集会．2014，5，22‐24．大阪．糖尿病 vol．57：Supplement
1，2014 II‐P‐349．

42 大塚大河，柳田公彦，中下俊哉，有尾啓介，川副広明，川添聖治，北原賢二，加藤浩之，江口有一
郎，水田敏彦：PD判定時の客観的因子スコア化によるソラフェニブを「止めるべき」症例の選別．
第9回日本肝がん分子標的治療研究会．2014，1，25．東京．抄録集 WS‐2．

43 大塚大河：進行肝細胞癌に対する5FU＋シスプラチン肝動注療法：脈管浸潤の有無による治療成
績．第50回日本肝がん研究会．2014，6，5‐6．京都．O27‐5．

44 尾崎岩太，浜島弘史，XIA Jinghe, QI Jingyan，安西慶三，水田敏彦，松橋幸子：肝癌細胞におけ
る腫瘍抑制遺伝子 Programmed cell death4（PDCD4）の増殖因子特異的リン酸化による発現調
節メカニズム．第50回日本肝臓学会総会．2014，5，29‐30．東京．O‐85．

45 髙木聡子，松田やよい，東由梨恵，中島千穂，井上佳奈子，山﨑孝太，山内寛子，河田望美，寺坂
喜子，那須俊甫，山口美幸，安西慶三：サルコイドーシスに甲状腺中毒症を合併した1例．第87回
日本内分泌学会学術総会．2014，4，24‐26．福岡．P2‐8‐6．
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46 高橋宏和：最も簡便な糖代謝パラメーターである『空腹時血糖』でNAFLDの病態が予測できる
か？．第1回糖と肝代謝研究会．2014，7，4．東京．P‐28．

47 寺坂喜子，山口美幸，松田やよい，井上佳奈子，那須俊甫，永江 航，河田望美，山内寛子，小島
基靖，大枝 敏，江口有一郎，安西慶三：軽度血小板低値を契機としてNASHの診断に至り，多
角的治療により肝線維化改善を認めた2型糖尿病の一例．第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
2014，5，22‐24．大阪．糖尿病 vol．57：Supplement 1，2014 II‐P‐335．

48 夏 京合，尾﨑岩太，松橋幸子，チ チンエー，岩根紳治，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦，安
西慶三：Mechanisms of PKC-mediated enhancement of HlF-1 α activity and its inhibition by Vita-
min K2 in HCC cell. 第21回肝細胞研究会．2014，6，27‐28．東京．プログラム抄録集 p61．

49 山口美幸，江頭早苗，河田望美，松田やよい，藤井純子，永渕美樹，古賀明美，島 歌織，江本晶
子，尾形 徹，安西慶三：生活習慣に介入した ITを用いた医薬連携システムの有用性．第57回日
本糖尿病学会年次学術集会．2014，5，22‐23‐24．糖尿病 vol．57；Supplement1 2014，S‐262．

50 ＊山﨑孝太，松田やよい，那須俊甫，井上佳奈子，髙木聡子，有働和馬，佐藤勇司，内藤和芳，安西
慶三：低カリウム血症を契機に診断されたアルドステロン産生副腎皮質癌の一例．第87回日本内分
泌学会学術総会．2014，4，24‐26．福岡．P3‐19‐4．

地方規模の学会
1 安西慶三：多様化する肝疾患における糖尿病治療．第52回日本糖尿病学会 九州地方会（教育講演）．
2014，10，31‐11，1．熊本．教育講演4．

2 安西慶三：糖尿病診療の最前線．第9回九州DM検査セミナー．2014，11，26．博多．
3 荒木紀匡：C型慢性肝炎に対する IFN治療 SVR後の発癌4例についての検討．第103回日本消化

器病学会九州支部例会．2014，7，4‐5．福岡．専 43．
4 ○江本晶子，小野吹美，筒井弘子，安永麗子，増本富士子，森山照代，松雪幹一，本山康子，小池つ
な代，古賀明美，安西慶三：商業施設で血糖，HbA1C等の測定を実施して～佐賀CDE会の世界
糖尿病デー市民啓発活動報告～．第52回日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊
本．1J‐08．

5 ○藤井純子，永渕美樹，島 歌織，古賀明美，藤満幸子，今福ひとみ，河田望美，山口美幸，安西慶
三：佐賀県糖尿病コーディネート看護師を活用した地域連携の取り組み～地域，かかりつけ医療機
関における活動を推進するための課題～．日本医療マネジメント学会第12回佐賀支部学術集会．
2014，2，22．プログラム・抄録集 49．

6 ＊福島優子，徳島 泉，満岡 聰，安西慶三：クリニックにおける糖尿病疾病管理MAPの活用報告．
第52回日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．1H‐31．

7 五反田香，蒲池紗央里，大塚大河，窪津祥仁，荒木紀匡，磯田広史，中下俊哉，江口有一郎，安西
慶三：食道静脈瘤を契機に発見されたバッド・キアリ症候群による若年肝硬変の1例．第104回日
本消化器病学会九州支部例会．2014，12，5‐6．大分．研 35；p165．

8 ＊平野陽子，岩永文子，木寺夢路，黒髪美幸，山口友紀，小嶋秀夫，福島久美子，古賀明美，藤井純
子，永渕美樹，安西慶三，松永和雄：佐賀県糖尿病コーディネート看護師活動における治療中断歴
のある患者への関わりと課題．第52回日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．
2I‐06．

9 井手康史：肝硬変における糖代謝解析と補正HbA1c値の臨床的有用性．第103回日本消化器病学
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会九州支部例会．2014，7，4‐5．福岡．S1‐07．
10 ○古賀 茜，永渕美樹，藤井純子，島 歌織，河田望美，山口美幸，古賀明美，藤満幸子，安西慶

三：佐賀県における糖尿病患者の実態調査からみえた食事療法の課題．第52回日本糖尿病学会 九
州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．1H‐05．

11 ＊小池つな代，冨山ルミ，藤井純子，持丸晴美，安西慶三：佐賀県における糖尿病重症化予防（フッ
トケア）フォローアップ研修会の評価．第52回日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，
1．熊本．1H‐22．

12 小島基靖，藤井純子，永渕美樹，那須俊甫，髙木佑介，寺坂喜子，松田やよい，山口美幸，安西慶
三：スマート e‐SMBGを使用し，血糖コントロール改善を認めた1型糖尿病の1例．第52回日本
糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．2D‐03．

13 窪津祥仁，大塚大河，荒木紀匡，蒲池紗央里，磯田広史，中下俊哉，江口有一郎，尾﨑岩太，安西
慶三：HBV関連肝細胞癌の当院における傾向．第104回日本消化器病学会九州支部例会．2014，12，
5‐6．大分．専 083；p151．

14 松田やよい，髙木祐介，大隈香奈，貞永裕梨，森 仁恵，吉村 達，寺坂喜子，那須俊甫，小島基
靖，山口美幸，安西慶三：副腎摘除後に白血球減少を認めたシェーグレン症候群合併クッシング症
候群の一例．第14回日本内分泌学会九州地方会．2014，8，23．佐賀．抄録集 34；P34．

15 ＊松永和雄，田中雄一郎，澁木沙季，川久保洋晴，宮原貢一，水田敏彦，松田やよい，安西慶三：イ
プラグリフロジンと尿意，体重，血圧に関する検討．第306回日本内科学会九州地方会．2014，8，
23．鹿児島．抄録集 P20．

16 ＊松永和雄，松田やよい，安西慶三：SGLT‐2阻害薬（イプラグリフロジン）の血糖降下作用と体
重，尿所見，排尿感覚生活習慣についての検討．第52回日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，
31‐11，1．熊本．抄録集 2C‐17．

17 松浦恵里子，蒲池紗央里，大塚大河，窪津祥仁，荒木紀匡，磯田広史，中下俊哉，江口有一郎，安
西慶三：肝細胞癌と肝血管筋脂肪腫の鑑別を要した2症例．第104回日本消化器病学会九州支部例
会．2014，12，5‐6．大分．研 37；p166．

18 ○永渕美樹，藤井純子，島 歌織，河田望美，山口美幸，古賀明美，藤満幸子，安西慶三：糖尿病患
者のセルフケア能力に関する一考察～佐賀県糖尿病コーディネート看護師事業より～．第52回日本
糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．1I‐24．

19 中尾仁美，寺坂喜子，松田やよい，井手貴雄，上田純二，髙木祐介，那須俊甫，山口美幸，甲斐敬
太，相島慎一，安西慶三：多発内分泌腫瘍症候群（MAN）1型の合併を伴わず膵内に多発したイ
ンスリノーマの一例．第14回日本内分泌学会九州地方会．2014，8，23．佐賀．抄録集 15；P25．

20 那須俊甫，寺坂喜子，髙木佑介，松田やよい，山口美幸，安西慶三：妊娠後期までDPP4阻害薬
が投与された一例．第52回日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．2G‐06．

21 野下祥太郎，荒木紀匡，磯田広史，窪津祥仁，蒲池紗央里，中下俊哉，大塚大河，江口有一郎，安
西慶三：下肢浮腫を来した巨大肝嚢胞の1例．第104回日本消化器病学会九州支部例会．2014，12，
5‐6．大分．研 46；p168．

22 大塚大河：肝動脈化学塞栓療法不応肝細胞癌に対するソラフェニブ療法と肝動注化学療法との比較．
第103回日本消化器病学会九州支部例会．2014，7，4‐5．福岡．WS2‐05．

23 髙木聡子，松田やよい，蘆田健二，山内寛子，河田望美，寺坂喜子，那須俊甫，髙木祐介，小島基
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靖，山口美幸，安西慶三：原発性アルドステロン症に副甲状腺機能亢進症を合併した1例．第14回
日本内分泌学会九州地方会．2014，8，23．佐賀．抄録集 35；P35．

24 髙木祐介，寺坂喜子，那須俊甫，松田やよい，山口美幸，安西慶三：当院における原発性アルドス
テロン症の患者推移について．第14回日本内分泌学会九州地方会．2014，8，23．佐賀．抄録集
41；P38．

25 寺坂喜子，山口美幸，髙木佑介，那須俊甫，松田やよい，安西慶三：デスモプレシン点鼻より口腔
内崩壊錠に変更し尿量コントロールと腎機能改善を認めた中枢性尿崩症の一例．第14回日本内分泌
学会九州地方会．2014，8，23．佐賀．抄録集 22；P28．

26 寺坂喜子，松田やよい，那須俊甫，髙木佑介，山口美幸，井手貴雄，上田純二，安西慶三：膵全摘
術における血糖管理に人工膵臓を使用し，周術期血糖変動を制御した一例．第52回日本糖尿病学会
九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．

27 辻 千賀：抗悪性腫瘍分子標的薬クリゾチニブによる急性肝障害の一例．第103回日本消化器病学
会九州支部例会．2014，7，4‐5．福岡．専 38．

28 辻 千賀，五反田香，高橋宏和，小野正文，兵庫秀幸，北島陽一郎，濱岡和宏，小野尚文，江口尚
久，藤本一眞，茶山一彰，西原利治，安西慶三，江口有一郎：飲酒は脂肪肝の『リスク』か？肥満，
性差からみた脂肪肝との関連性の検討．第104回日本消化器病学会九州支部例会．2014，12，5‐6．
大分．w2‐07 p88．

29 ＊筒井弘子，犬塚貞孝，河田望美，安西慶三：低血糖がQOLに及ぼす影響についての調査．第52回
日本糖尿病学会 九州地方会．2014，10，31‐11，1．熊本．抄録集 61；157．

30 山口美幸，永渕美樹，藤井純子，寺坂喜子，那須俊甫，髙木佑介，松田やよい，安西慶三：当院に
おける妊娠糖尿病合併妊婦フォローアップ体制構築への取り組み．第52回日本糖尿病学会 九州地
方会．2014，10，31‐11，1．熊本．2G‐03．

その他の学会
1 安西慶三：肥満患者及び糖尿病患者に対する食事指導の醍醐味：肥満の原因は遺伝子因子か環境因

子か？．第64回佐賀糖尿病内分泌懇話会．2014，3，14．佐賀．
2 安西慶三：肝臓に焦点を当てた糖尿病治療．山陽小野田市臨床糖尿病．2014，4，9．山口．
3 安西慶三：2型糖尿病の最新治療戦略．第190回川副アーベント．2014，5，15．佐賀．
4 安西慶三：地域連携を活かした糖尿病治療．第18回佐賀南部生活習慣病フォーラム．2014，5，19．
佐賀．

5 安西慶三：最新の糖尿病治療戦略～移植医療とNASHについて～．新時代の糖尿病治療を考える
会 in Tochigi．2014，6，10．栃木．

6 安西慶三：糖尿病腎症からの進展予防と導入後の管理．第20回愛媛の人工透析医療を考える会．
2014，6，21．愛媛．

7 安西慶三：臨床医が現在期待している研究．第1回トランスレーショナルリサーチシンポジウム
NASH‐肝癌と糖尿病～臨床現場から研究者への期待～．2014，6，26．東京．

8 安西慶三：肝疾患と糖尿病の治療連関．佐賀 肝臓と糖尿病・代謝研究会．2014，6，30．佐賀．
9 安西慶三：血糖パターンマネジメントを活用した療養指導．プラスケアスタルセミナー2014福岡

血糖値をよく見よう．2014，7，14．福岡．
10 安西慶三：佐賀県の人工透析導入をいかに防ぐか～現状と展望～．平成26年度糖尿病・人工透析予
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防事業に係る技術研修会．2014，7，17．佐賀．
11 安西慶三：糖尿病・肝炎の佐賀県の取り組み．特定非営利活動法人疾病管理・地域連携支援セン

ター 平成26年度シンポジウム．2014，7，20．東京．
12 安西慶三：第3回宮崎糖・脂質代謝異常と肝疾患を考える会．2014，7，24．宮崎．
13 安西慶三：糖尿病と感染症のクロストーク．佐賀県病院薬剤師会学術研修会．2014，7，26．佐賀．
14 安西慶三：佐賀県の医療連携－地域ぐるみの多職種協働を目指して．糖尿病治療を考える会．2014，

9，19．三重．
15 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の治療戦略．肝臓と糖尿病研究会～新たな生活習慣病NASH/

NAFLDについて～．2014，9，26．札幌．
16 安西慶三：1型糖尿病の進歩～カーボカウント，CGM含む～．第2回CDE筑後佐賀更新のため

の必修講演会．2014，9，28．福岡．
17 安西慶三：糖尿病治療における地域連携の取り組みについて．第33回天草生活習慣病研究会．2014，

10，17．天草．
18 安西慶三：肝疾患合併糖尿病患者の治療戦略．柏崎糖尿病フォーラム．2014，11，7．柏崎．
19 安西慶三：2型糖尿病の病態と薬物治療～今後の展望も含めて～．佐賀県医師会学術講演会．2014，

11，26．佐賀．
20 安西慶三：高齢化を見据えた糖尿病治療．高齢化を見据えた糖尿病戦略とは．2014，12，1．大分．
21 荒木紀匡：下肢浮腫を来した巨大肝嚢胞の1例．第108回佐賀肝臓懇話会．2014，8，29．佐賀．
22 ＊有尾啓介：当院におけるHCV治療の現状．ダグルインザ・スンベプラ併用療法発売記念講演会．
2014，9，26．佐賀．

23 ○江口有一郎：佐賀県の肝炎病診連携の現状．佐賀県肝炎病診連携シンポジウム．2014，6，19．佐
賀．

24 ○江口有一郎：糖尿病薬によるNASH病態の改善～Bed to Bench,Bench to Bed．第1回トランス
レーショナルリサーチシンポジウム NASH‐肝癌と糖尿病～臨床現場から研究者への期待～．
2014，6，26．東京．

25 ○江口有一郎：佐賀県における肝炎の診療連携の今後の課題～佐賀県の医師会講演会アンケートを踏
まえて～．佐賀県医師会学術講演会．2014，10，8．佐賀．

26 ○江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．第6回
ChiLDセミナー．2014，10，27．福岡．

27 ○泉 夏美：佐賀県の肝炎病診連携の現状．佐賀県肝炎病診連携シンポジウム．2014，6，19．佐賀．
28 ＊河口康典：新しいC型肝炎治療の到来～ついに来たインターフェロンフリー時代～．佐賀県医師

会学術講演会．2014，10，8．佐賀．
29 小島基靖：診療所より紹介された血糖コントロール不良例の治療経過～高容量 SU剤使用例～．佐

賀県糖尿病講演会．2014，3，12．佐賀．
30 小島基靖：低血糖症状を頻発する患者さんに対するトレシーバの使用経験．Insulin Scientific Sum-

mit．2014，7，2．佐賀．
31 松田やよい：糖尿病と肝硬変を合併した重症成人成長ホルモン分泌不全の1例．生活習慣病と地域

連携を考える会．2014，3，13．佐賀．
32 ＊水田敏彦：ポストウイルス時代の肝疾患診療－栄養と運動の重要性－．第21回佐賀肝と栄養研究会．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 安西 慶三 佐賀県糖尿病コーディネー
ト看護師育成・支援事業

糖尿病コーディネート看護師の育成，
地域における糖尿病治療の支援

3，210

教 授 安西 慶三 非アルコール性脂肪性肝疾
患と肝癌に対するインクレ
チン関連薬の効果

非アルコール性脂肪性肝疾患と肝癌に
対するインクレチン関連薬の効果の研
究

1，000

助 教 中下 俊哉 肝への虚血性障害に対する
遠隔虚血プレコンディショ
ニングの効果と血清マー
カーに関する研究

肝への虚血性障害に対する遠隔虚血プ
レコンディショニングの効果と血清
マーカーに関する研究

700

2014，9，11．佐賀．
33 ○森 仁恵：C型慢性肝炎に対するインターフェロン治療後5年で1型糖尿病を発症した1症例．

The13th Diabetes Clinical Seminar．2014，4，28．佐賀．
34 中下俊哉：進行肝癌に対するソラフェニブ療法～SALC第4期調査解析結果～．第10回佐賀肝癌治

療研究会．2014，5，16．佐賀．
35 那須俊甫：糖尿病性舞踏病の1例．第52回筑後佐賀糖尿病学術講演会．2014，4，18．佐賀．
36 大塚大河：肝がん治療後の抗ウイルス治療の可能性．ダグルインザ・スンベプラ併用療法発売記念

講演会．2014，9，26．佐賀．
37 尾崎岩太：佐賀県におけるウイルス肝炎の現況－検診から治療へ－．第108回佐賀肝臓懇話会．

2014，8，29．佐賀．
38 尾崎岩太：肝炎公費助成制度の現状．佐賀県肝癌対策医会．2014，7，31．佐賀．
39 ＊高橋宏和：糖代謝における臓器連関 ～今 JoslinDiabetes Center で何が研究されているか～．佐

賀 肝臓と糖尿病・代謝研究会．2014，6，30．佐賀．
40 ○竹之下博正：足からみた糖尿病包括的リスク管理．佐賀県糖尿病学術講演会．2014，12，3．佐賀．
41 ＊田中賢一：HbA1cが肝線維化に与えるインパクト．佐賀県医師会学術講演会．2014，6，25．佐

賀．
42 寺坂喜子：ステロイド糖尿病の2症例．The13th Diabetes Clinical Seminar．2014，4，28．佐賀．
43 ○吉村 達：佐賀の生活習慣病診療を考える．佐賀県医師会学術講演会．2014，4，30．佐賀．
44 山口美幸：当院における妊娠糖尿病外来での取り組み．西九州糖尿病カンファレンス－妊娠糖尿病

に対する治療戦略－．2014，8，8．佐賀．

研究助成等
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